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研究成果概要 

 2018 年度には昨年度以後継続していたπ粒子の原子核散乱実験のデータを用いた、

シミュレーションプログラムの改良が論文として出版された。また、局所フェルミガス

模型を用いた荷電カレント Quasi-Elastic散乱のシミュレーションを T2K実験、大気ニ

ュートリノのデータと比較している。このシミュレーションプログラムは次回以後の

T2K実験及び SK実験の公式シミュレーションプログラムとして利用される予定となっ

ている。また、海外の実験グループ（ArgoNEUT実験、NOｖA 実験）にシミュレーシ

ョンプログラムを提供、これを利用できる環境を構築した。ArgoNEUT実験はこれを用

いた論文を準備している。 

 またイタリアにおいて開催された２回の国際会議において、他のシミュレーションプ

ログラムの著者および実験・理論研究者と議論を実施、今後の開発方針や相互比較方法

についての調整を行った。 

 中～高エネルギー領域で重要となる深非弾性散乱については、パートン分布関数の低

運動量移行領域での補正の改良や、中性カレント反応の正しい取り扱いの開発を実施し、

前者についてはほぼ完了した。 
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